
























































T 県にある県立 H 園は，昭和 45年に開設された知的障害者の入所授産施
























合計 5 12 29 18 6 70
（単位：名）
表 2 施設利用者の障害程度



































































































実施後 20日が経過した時点（調査 1）と実施後 2ヶ月が経過した時点（調
査 2）で，利用者に元の食事方法と現在の食事方法を比較してもらい，感想を
図 2 一斉給食の様子（整備前） 図 3 時間差の給食の様子（整備後）

















した。調査 1の結果を表 5に，調査 2の結果を表 6に示す。また，調査 1と
調査 2の比較を図 6に示す。調査 2の食事方法についての利用者の自由回答
例を表 7に示す。
表 5 食事方法についての施設利用者の感想（20日後）


























合 計 42 11 9 62
（単位：名）
※調査対象 62名（生活訓練棟の利用者 4名は食堂で食事をしていない）
図 6 食事方法についての施設利用者の感想（20日後（左）と 2ヵ月後（右））
５９食事環境の変化が知的障害者に与える影響に関する福祉・心理学的一考察
4. 2 9ヶ月後の視察
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